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図１　石見部ばいかご漁業における１隻当たり漁獲量
　　　と生産金額の推移
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　　沖合漁場資源調査

石見部ばいかご漁業資源調査

　　　村山達朗･為石起司

　島根県では昭和61年から大田市沖のエッチュウバイ漁場において、ぱいかご漁業の漁業管理を実施して

いる。当初の漁業管理の内容は、漁船隻数12隻、使用かご数1隻当り750個、総漁獲量220トン、１隻当り

漁獲量18.3トン、漁期６～８月、殼高4omm未満のエッチュウバイの漁獲禁止であった。しかし、着業隻

数は徐々に減少し、平成２年には７隻となった。この間、漁場面積の減少や漁獲量の減少などが漁業者か

ら指摘されていた。そこで、水産試験場では平成４年にぱいかご漁業の実態調査ならびにエッチュウバイ

の資源調査を行った。その結果、平成４年における漁獲努力量、すなわち、着業隻数７隻、１隻当り漁獲

量20トンを越える漁獲努力量を投下すれば、大田市沖海域におけるエッチュウバイの資源状態が悪化する

ことが明かとなった。この調査結果を基に、平成５年度以降も前述の隻数と漁獲割当量で漁業管理を実施

することが決定された。本年度も、ばいかご漁業の漁業管理が円滑に行われるため、漁業実態調査ならび

にエッチュウパイの資源調査を行ったのでその結果を報告する。さらに、本年度は価格の低い親貝を保護

し、価格の高い中・小型貝を選択的に漁獲するための漁具開発試験も行ったのであわせて報告する。

Ｉ

１

　漁業実態調査

　解析に用いた資料

解析に用いた資料は昭和61年から平成３年までのばいかご漁業漁獲成績報告書（島根県）、久手漁協

　（現大田市漁協）、和江漁協ならびに仁摩町漁協の平成４年から平成６年までの漁獲統計資料、各漁業者

が独自に記録している操業日誌である。また、漁家経営については７経営体から聞取り調査を行い、費目

別の漁業支出の推定を行った。

２　解析結果と考察

１）漁獲動向

　図１に石見部ばいかご漁業における１

隻当り漁獲量と生産金額を示した。漁獲

量は、エッチュウバイのほかエソボラモ

ドキ（通称「赤バイ」）、ミズダコ、モ

ロトゲアカエビ（通称「赤エビ」）、イ

バラエビ（通称「おにえび」）なが含ま

れている。１隻当り漁獲量は、長期的に

は減少傾向にある。同じく、生産金額も

平成２年に急激に上昇した後、減少傾

向にあり、平成６年は平成元年以前の低

水準状態に戻った。
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石見部ぱいかご漁業におけるエッチュウバイCPUEの経年変動

　図２にエッチュウバイの１

航海当り漁獲量の経年変動を

示した。石見部のぱいかご漁

業は前述のように１隻当りの

使用かご数が750個に固定さ

れており、使用されているか

ごもほぽ同じ規格である。す

なわち、１航海当りの漁獲効

率と漁獲努力量はほぼ一定で

あると判断される。これより、

図２に示した１航海当り漁獲

量は、努力当り漁獲量（ＣＰ

ＵＥ）として、資源量の指数

となりうる。

　ＣＰＵＥは、平成４年を除いてほぽ一貫して低下傾向にあり、エッチュウバイの資源量も長期的には減

少傾向にあると判断される。また、ＣＰＵＥは、重量より個体数で見た方が減少が著しい。これは、後述

するように、新規加入量の減少により小型貝が減少し、漁獲が大型の高齢貝に偏って来ていることが原因

である。

２）漁場
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図3-1 石見部ばいかご漁業における昭和61

年当時の漁場
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図3-2 石見部ばいかご漁業における平成４

年の漁場
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漁場の経年変化を検討するため漁場を経緯度５分の

区画に分け、昭和61年、平成４年および平成６年の

各区画毎の延べ投かご数を、図３に示した。昭和61

年には北緯35度30～50分、東経131度50分～132度10

分の海域に主漁場が形成され、北緯36度以北の隠岐

諸島西方海域まで漁場は広がっていた。ところが、

平成４年には、東経132度以西および北緯36度以北の

漁場が消失し、漁場面積は昭和61年当時のそれと比

較すると約40%減少した。平成６年は平成４年に比較

して、東経132度以西の海域で漁場がやや増加したも

のの132度30分以東の漁場が減少しており昭和61年当

時に比べると漁場面積は大幅に縮小したままであ

る。

３）エッチュウバイの価格について

　図４に石見部ぱいかご漁業におけるエッチュウバ

イの１ｋｇ当りの価格の経年変動を示した。エッチ
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図3-3 石見部ばいかご漁業における平成６

年の漁場

ュウバイの価格は平成元年までは4oo～5oo円／ｋｇ

で安定していたが、平成２年には急上昇して800円／

ｋｇを越えた。しかし、その後は毎年低下しており、

平成６年は6oo円／ｋｇを下回った。

　図５に平成５年と平成６年の殼高と価格との関係

を示した。エッチュウバイの価格は前年度の報告で

も指摘したように、本種の主な出荷先である関東地

方の需要が小型貝に偏っていることから、殼高５～

７ｃｍの中・小型貝の単価が高く、殼高８ｃｍ以上
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　　　　　殻高（ｃｍ）

エッチュウバイの殼高と価格との関係

Ｓ６１ Ｓ６３

石見部ぱいかご漁業におけるエッチュウ
バイの価格の経年変動

の大型貝の単価は低い。平成６年も殼高７～

８ｃｍを境に単価に顕著な差がでており、平

成５年と比較するとその差が一層大きくなっ

ていることがうかがえる。

　エッチュウバイの価格は平成２年をピーク

に毎年低下している。漁獲量の割当制を導入

している本漁業では、価格の低下は生産金額

の低下に直結する。今後は、需要が少なく価

格が低い大型貝を有効に利用するため、生食

用の冷凍パックや新たな加工品の開発などに

より大型貝の市場開発を行う必要があろう。
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　　　　　　　　　殼高（ｍｍ）

石見部ばいかご漁業で漁獲されたエッチュウバイの殼高組成

４）経営状況

　聞取り調査によれば、ぱい

かご漁業の大仲経費は400万

円～450万円／年、漁具、保

険料などの船主費用は漁業開

始後６年間は230万円～300万

円／年、７年目以降は180万

円／年と推定される。これら

の値を用いて図６に石見部ぱ

いかご漁業の収支状況と乗組

員給与の経年変動を示した。

ただし、収支計算には、漁船

本体やエンジン、航海計器な

ど固定資本の減価償却費は含

めなかった。
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石見部ばいかご漁業の収支状況（３ヶ月間の合計）

貝給与は社会保険料控除後の金額
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　平成６年の１経営体当り漁船償却前利益は約185万円と推定された。平成６年は大きな漁具被害はなか

ったものの、経営状況が改善された平成２年以降では平成５年に次ぐ低い値であった。乗組員給与も52万

円（３ヶ月間で）と平成元年以前の低水準状態にもどった。

皿　エッチュウバイの資源生態調査

１　解析に用いた資料と解析方法

　北浜漁協、久手漁協（現大田市漁協）、和江漁協、仁摩町漁協の着業船延べ16隻の漁獲物の殼高と体重

を銘柄別に測定し、得られた値と銘柄別の漁獲箱数から出荷されるエッチュウバイの殼高組成を推定した。

推定した殼高組成と平成４年に推定したAge-length keyを用いて漁獲物の年齢組成を求めた。推定された

年齢組成と平成４年に推定したエッチュウバイの自然死亡係数0.6を用いて漁獲率を求めた。

　さらに平成２年から平成６年までの月別漁獲統計資料を用いて、DeLuryの第１モデルにより漁獲率の推

定を行った。

２ 解析結果と考察
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　図７に平成５年と平成６年のエッチュウバイ漁獲物の殼高組成を示した。個体数は１航海当り漁獲尾数

に変換して示している。平成６年の殼高組成は、平成５年のそれと比較して殼高８ｃｍ以上の大型個体が

増加したものの、殼高６～８ｃｍの中型個体が激減した。

表１

年齢
一
〇歳

1歳
２歳
3歳
４歳

5歳
６歳

7歳

8歳

9歳
一
合計

Ｚ
Ｆ

漁獲率

一
　Ｆ”

漁獲率”

エッチュウバイの年齢組成と漁獲率の推移．

年齢組成は１航海当たりの年齢別漁獲尾数で示し
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　表１に平成２年から平成６年までのエッチュウパイ出荷魚の年齢組成と漁獲率を示した。年齢組成は１

航海当りの年齢別漁獲尾数で示した。年齢組成から推定した平成６年の漁獲率は50.5％と平成５年より約

２％上昇し、平成２年から４年間で10％以上上昇した。また、５歳以上の漁獲尾数および年齢組成は比較

的安定しているが、平成５年まで安定していた４歳貝が20％以上減少した。さらに、価格の高い３歳貝は

平成５年に引き続いて大幅に減少した。

　５歳以上の親貝の資源量は比較的高水準にあるものの、３～４歳貝の資源量は低い水準にある。今後漁

獲対象となる１～２歳貝の資源水準いかんによっては、漁獲量が急減することも考えられる。

Ⅲ　漁具開発試験

　エッチュウバイは、殼高4omm～70mmの小型貝の商品価値が最も高く、大型貝の約２倍の価格で取引

されている。そこで、資源的に悪化傾向が見られるエッチュウバイの親貝を保護しながら、小型貝を選択

的に漁獲し生産金額を維持できるような漁具の開発を目的として選択漁具の開発試験を行った。

１

調査方法

漁業者が現在使用しているバイ醒と同じ大きさの龍（図８）を使用し、大型貝の漁獲を制限するために、

入り□に は金属で格子状の蓋を取り付けた。格子の間隔は４ｃｍ、３ｃｍの２種類とし、対照区として蓋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－42－
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のない飯も試験に用いた。敵の網目は８節（中心

径39.8mm）・9節（中心径35.1mm）・10節（中

心径30.1n）の３種類とし，入り口と網目それぞ

れ３種類ずつを組み合わせることにより，合計９

種類（表２）の龍を作り調査した。

　試験操業では，各種類１３個ずつ龍を用意して，

サバを餌とし一晩海中に設置した。

　龍の配列は，Ｏ－１０，Ｂ－ １０，Ｓ － １０，

０－９，Ｂ－９，Ｓ－９，０－８，Ｂ－８，Ｓ－

※Ｏ

　Ｂ

　Ｓ

：ＯＰＥＮ

：ＢＩＧ

：ＳＭＯＬＬ

エッチュウバイ漁獲物の殼高組成を集計し図

650m m

　　８，０－１０，Ｂ－ １０，Ｓ－１０・・・・・・

　　とした，

とに計数し，殼高もしくは殼の破損した個体は蓋径を

より漁獲個体数に違いが認められる。そこで、殼高60

－43－

450mm

一
650mm

使用したバイ敵

表３に試験操業の概要を示した。漁獲物は、龍ごとl、

測定した。蓋径は、殼高と蓋径の関係式

から

　　殼高＝2.9×蓋径十8.2　　　　　単位:mm

　殼高に変換し、能ごとに殼高組成の推定を行った。

表２　試験バイ飯種類の一覧表

入り口の形式

蓋なし ４ｃｍ間隔 ３ｃｍ間隔

網

目

８節

9節

10節

〇－８

Ｏ－９

０－１０

Ｂ－８

Ｂ－９

Ｂ－１０

Ｓ－８

Ｓ－９

Ｓ－１０

表３　試験操業の概要

年月日 漁場位置 水深

1994,7,18 N 35°35 ‘10 “

E 131°53‘12 11 181m

1994,7,19 N 35°39 ‘27 “

E 132°02‘79 “ 217m

1994,9,12 N 35°47 ‘73 “

E 132°30 ‘65 “ 197m

２．調査結果および考察

１）エッチュウバイ龍の網目選択性について

　試験操業に用いた龍の入り口の形状を無視し、網目毎に

９に示した。同図から殼高60mm以下では、網目に

ｍｍ以下の個体について、網目選択性を検討する。
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　　最高組成(Ｈ)

図９　網目別殼高組成

　安達・清川（1991）は、試験操業によりエッチュウバイ龍の網目選択性について検討を行い、網目選択

性曲線の推定を行っている。これによれば、目合3ommにおける殼高40～60mmの個体の網目選択率は約

90％である。そこで、本報告では、１０節（目合30.1）の敵の漁獲物がその海域におけるエッチュウバイ

の殼高組成をほぼ反映していると仮定し、以下の検討を行った。表４には、１０節の龍の漁獲個体数に対

する８節と９節の徴による漁獲個体数の割合を殼高階級別に求め、これを８節と９節の瞰の網目選択率と

して示した。

表４　８節と９節の随のエッチュウバイに対する網目選択率（１０節の腹での漁複数を100％とする）

網目/殼高(mm) 40～45 45～50 50～55 55～60

8節 14.6% 38.5% 77.5% 87.91

９節 69.1Z 82.7% 82.5% 84.9%

　表４から、８節の龍におけるエッチュウバイの5o％選択最高は5omm前後、100％選択最高は60mm以

上と推定され、同様に９節の龍の5o％選択最高は4omm以下、100％選択最高は6omm前後と推定された。

　本漁業における漁獲物の最高制限は40mmであり、網目だけで最高制限を守るためには、８節の敵を使

用するべきである。事実、前述の安達・清川（1991）は、飯の網目を１０節から８節に拡大することを提

案している。しかし、前節でも指摘したように、エッチュウバイの価格は小型貝ほど高く、仮に、８節の

龍を使用すれば最高4o～6ommの小型貝の漁獲量は、１０節の龍のそれと比較すると半減することが予測

される。本漁業は、漁獲量の割当制を導入している。漁獲量に上限があれば、生産金額は漁獲物の単価

に左右される。よって、８節の龍では、資源を保護することは可能だが、漁業生産金額の確保という観点

からは必ずしも望ましいものではない。

　一方、９節の龍の5o％選択最高は制限最高の4omm以下であるが、図９から判断して最高35mm以下と

いうことはあまり考えられない。すなわち、９節の販の50％選択最高は4ommにほぽ近似すると推測され

る。また、最高40～60mmの小型貝の漁獲量も、８節の階に比較すれば大幅に増加すると推定される。

　以上の結果から、本漁業では、当面９節の龍を採用することが適当であろう。しかし、９節の龍では制

限最高4omm未満の個体もある程度漁獲される。このため、卓越年級の発生などにより小型貝の増加が予

測される場合には、８節の龍を採用するなど柔軟な漁業管理を行う必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－44－



２）エッチュウバイ随の入りロの形状による選択性について

　試験操業に用いた龍の網目を無視し、入り口の形状毎にエッチュウバイ漁獲物の殼高組成を集計し図10

に示した。同図から、殼高7omm以上の大きさで、入り口の形状により漁獲個体数に違いが認められる。

そこで、殼高7omm以上の個体について、入り口の形状による選択性を検討する。

　殼高7omm以上の個体については、蓋なしの随の漁獲物がその海域におけるエッチュウバイの殼高組成

を反映していると仮定し、以下の検討を行った。表５には、蓋なしの随の漁獲個体数に対する入りロ４ｃ

ｍ間隔（以下４ｃｍ間隔とする）と、入り口３ｃｍ間隔（以下３ｃｍ間隔とする）の飯による漁獲個体数

の割合を殼高階級別に求め、これを４ｃｍ間隔と３ｃｍ間隔の龍の入り口選択率として示した。
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表５　入りロの形状によるエッチュウバイに対する選択性（蓋なしで漁獲数を100％とする）

入り口/殼高(mm) 70～?5 75～80 80～85 85～90 90～95 95～100 1(〕0～105 105～HO

４ｃｍ間隔 80% 178.1% 101.9% 121.21; 78.1% 85.7Z 80.7% 47.6%

３ｃｍ間隔 62% 53.7% 18.5% 15.4% 2.7% l.8% 0% 0%

　表５から、４ｃｍ間隔の龍の選択性は殼高9omm以上から見られ、5o％選択殼高は1o5～11omm、o％

選択殼高は115mm以上と推定される。一方、３ｃｍ間隔の腹の選択性は殼高7o～75mmですでに現れ、

5o％選択殼高は75～8omm、o％選択殼高は約1oommである。しかし、３ｃｍ間隔の販では、5o％選択殼

高からo％選択殼高までの範囲が広く、殼高9o～95mmでは、選択串は3％以下となっており、事実上３ｃ

ｍ間隔の徴では、殼高9omm以上の個体はほとんど漁獲されないと推測される。すなわち、３ｃｍ間隔の

能では、商品価値の高い殼高7ommの個体の漁獲量にも影響が現れており、本漁業に採用するには不適当

である。また、４ｃｍ間隔の随では、商品的価値が低く、親貝として資源的に重要な殼高9omm以上、特

に殼高100mm以上の個体を保護するには、間隔が広すぎるようである。

　以上の結果から、親貝を保護し、かつ商品価値の高い中型貝の漁獲に影響を与えない入り口の形状は、

３ｃｍ間隔～４ｃｍ間隔の間にあると推測される。そこで、来年度以降は入り口の形状を３～４ｃｍ間隔

の間でさらに細分化し、網目は前節の結果から全て９節に統一して調査を行う予定である。
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以上の解析結果を基に、ばいかご漁業の問題点とその改善案をを整理し表６に示した。

表６ばいかご漁業の問題点とその改善策

問題点 原因 対策

価格の低下 価格の高い小型貝（２、３歳）

　の漁獲量が減少

かごの網目を９節に縮小する．

価格の高い殼高５～８ｃｍ（銘柄「小」

　　．「中」）の貝を選択的に漁獲できる

　　漁具の開発（親貝の保護にも役立つ）

大型貝の付加価値の向上（刺身用剥き身

　　パックなど）

他海域・韓国からの季節的な入

　　荷量の増加

冷凍保存による出荷調整

金沢市場（大型貝）の見直し

銘柄の統一

資源水準の低下 韓国ばいかご漁船の進出 日韓漁業協定の見直し

漁獲割当量の有効利用 事故等で割当量を残したまま操

　　業が不可能になった場合．

漁船の事故により操業が不可能になった

　経営体が発生した場合、その割当量

　の残り部分については協議を行う．

－46－
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